
SSD フレームシステム 国産無垢材付加価値プレカット事例 

SSDプロジェクト：国産材品質表示推進協議会 

 
SSD Project 

熊本県上球磨地域産材：「地産都消」一気通貫によるブランド化ビジネスモデル 

SSD球磨杉 J ビーム 

JAS規格の品質保証材採用と構造計算にて、国産製材品主体の中規模施設木造化を実現 
燃えしろ設計化粧材の現し工法採用による木造化・内外装木質化 

社会福祉法人 路交館 桜の園 障がい者福祉施設 

当該案件にはウッドデザイン賞2015を受賞した「SSD球磨杉Jビーム」が採用されています。 

平成28年度木材利用優良施設表彰 木材利用推進中央協議会賞受賞 	
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用　途：障がい者福祉施設  
構　造：木 造 2階建て 897.10㎡（約 272 坪） 
防火地域等の区分：準防火地域 
事業者：社会福祉法人 路 交 館 
設　計：意匠 ものづくり伊東設計工房 伊東正市 
            構造 関西木材工業株式会社 植森貞友 
施　工：太平建設工業株式会社 
素材生産：九州横井林業株式会社 等 
製　材：上球磨森林組合製材工場 等 
JAS認定工場：球磨プレカット株式会社 
プレカット加工：球磨プレカット株式会社 等 
流　通：株式会社 紅 中 SSDプロジェクト 

路交館 桜の園 多機能型事業所 

施設の使用目的に鑑みて、木造建築が持つ「優し
さ」等の有意な特徴活用を目論み、且つ、既存の木
構造にかかる技術を採用することで工期・コスト面
等の優位性を反映させることに注力した計画。 
JAS規格の国産品質保証製材を主として採用し、構
造計算に基づいて集成材を適材適所に配置すること
で、杉・桧の国産製材品を主体とする中規模施設の
木造化を実現した。 
一部に採用する断面の大きな燃えしろ設計化粧材に
おいては、山元での原木の選定・伐採から取り組み
「現し工法」にて国産木材活用の醍醐味を提示して
いる。これはSSDフレームシステムが、山から建設
現場までを一気通貫で繋ぐ体制を構築しているが故
に実現できた。 



SSDプロジェクト：国産材品質表示推進協議会 

木造化取り組み 
主に国産製材(熊本県産球磨杉•球磨桧)をJAS機械等
級区分製材規格にて許容応力度計算と合わせて採用 
集成材(杉と米松ハイブリット集成材等)を、計算に照
らして一部に採用することで、中規模施設における
適材適所措置による国産製材主体採用を実現 
一部、大阪府産杉(柱角)を熊本のJAS認定工場にて乾
燥•グレーディングを施し、上記JAS規格にて採用 
一部、球磨杉•桧に燃えしろ設計を施し、防耐火対応
の化粧材として現しにて採用 
杉JAS平角製材及び燃えしろ設計化粧材に「丸太状熱
処理併用複合乾燥法を用いた芯去り製材」技術にて、
大径丸太を付加価値有効活用した製材品を採用 
熊本県林業研究指導所で行った実証実験データを用
いて、一部に国産製材への金物接合を採用。国産構
造用製材を主とした在来軸組工法と金物接合工法の
併用工法を実施 
一般的には鉄骨造が選択される外部階段に、加圧注
入防腐処理の杉を用いた木造化を実施 

木質化取り組み 
外装の広範囲に、高温熱処理(サーモ処理)にて耐久性
能を確保した球磨杉無垢板(木製サイディング)を採用 
上記の一部にサーモ併用で防火処理を施し、建物耐
火性能を確保 
外壁以外のアプローチ•バルコニー等にもサーモ処理
した杉・桧を多用し「木造建築」の印象付けを図る。 
一部内装に杉難燃処理材を採用 
館銘版には、大阪生駒にてナラ枯れ対策で伐採した
コナラ・クヌギ等をサーモ処理して採用している。  

木造化・木質化取り組みの概要 
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一般的に、木造建築の総重量は同規模の鉄骨造の約半
分、鉄筋コンクリート造の４分の１程度とされていて、
杭打ち等の地業工事や基礎工事の大幅な負担軽減が可
能になり、コストや全体工期の面からその優位性を指
摘されています。当該案件においても淀川河川敷故の
軟弱な地盤に木造建築の有意な効果が発揮されていま
す。建物全体の強度に関しても、使用目的に応じた構
造計算を施せば何ら問題は有りません。しかしながら、
この構造計算の際に、国産無垢材(製材)にはその強度等
の品質を明示した部材が無く、結果的に構造計算の必
要な中規模施設等の木造建物には外材などの集成材が
採用される事が大半です。 
今回はSSDプロジェクトが供給するJAS規格構造用製
材:球磨杉・桧Jポスト＆Jビームを用いた上、構造計算
内容に応じて国産集成材を一部に採用し、適材適所に
て国産製材品を主体とする中規模木造施設を実現しま
した。また、当方のJAS材製造に関するノウハウを活か
して、柱の一部には大阪府産材も採用しています。こ
のJAS機械等級区分製材が個々の部材の性能を保証して
いるため金物接合工法併用も可能になり、建物の強度
性能確保に貢献しています。 
象徴的な取り組みとして、一部に防火措置による燃え
しろ設計を施した大型製材を化粧材として採用し、現
し工法を採用しています。左下写真はその大型製材用
に特別に伐採した末口60㌢長さ８㍍の杉丸太です。こ
れは、産地の豊富な資源量と当方が山元から需要者ま
でを一気通貫に繋ぐ体制を構築しているが故に実現可
能となった取り組みです。 

SSDプロジェクトの取り組み 


